
撼あ祝いのことば錫5縫

親愛 なる相 原先 生 ！

あ なた の 記 念 コンサ ー トに あ た り、心 よりお 祝 い 申 し上 げ ます 。

今までにも様 々なコンサ ートを拝 見 してきましたが 、あなたの マナーの良 い、きちんと教 育 された生 徒 達 が、観

客を楽しませ踊 っていることに私 もあなたと一 緒 に舞 台の成 功 を喜 び、大 きな興 味・関 心 を持 ちなが らい つも

観ていました。

あなた のお教 室 の生 徒 達 が プロフェッショナルな踊 り手 になるよう、これまであなたは生徒 達 のため に、ど

れほ どの 労 力 を惜 しまず 努 力 を続 け て こられ た ことで しょう。

子供 達・生 徒 達 に踊 ることが好 きになることを教 え、あなたの理想とするプロフェッショナリズムが生徒達 を向

上させ、いろいろな難 しい振 り付 けや作 品に挑戦 し表 現 できるようになったと思 います 。

今 日の この ステキな記念 の 舞 台は、水 準 の高 いものとなると確信 しています …。

健康 に気 をつけて、お体 を大切 にこれ からもお元気 で。

尊敬 の 意をこめて
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まだまだ今 後 の成功 をお祈 りしています 。
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親愛 なる相 原 さん

第2 5 回 記 念 の あ なた の コンサ ー トにあ た り心 よりお 祝 い 申 し上 げ ます 。

あなたのお教 室 の生 徒 さん達 、出演 者 や父 兄 の 方々皆 さんにもお祝

いの言 葉を申し上 げたいと思 います 。

この舞 台 出演 、参 加 によって大 きな喜 びを

感じられ ます ように … 。

この コンサ ー トが 皆 さん に とって 本 物 の フェ

スティバ ル にな ります ように … 。

そ して、とて も大 切 な素 晴 らしいお祝 い の

日！とな りま す よ うに … 。

尊 敬 をこめて
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